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九
州
大
学
の
活
動
報
告

中
東
・
東
南
ア
ジ
ア
へ
の

理
工
学
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
伸
長

九
州
大
学
大
学
院
総
合
理
工
学
府
は
、
２
０
２
３

年
５
月
時
点
で
の
留
学
生
比
率
は
修
士
課
程
25
・
５

％
、
博
士
課
程
63
％
で
九
大
内
で
も
特
に
高
く
、
国

際
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
近

年
は
留
学
生
の
出
身
国
の
多
様
化
に
努
め
て
お
り
、

中
東
・
ア
フ
リ
カ
か
ら
は
２
０
１
６
年
よ
り
毎
年
５

〜
８
名
程
度
、
過
去
５
年
間
で
計
１
５
４
名
の
留
学

生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
本
事
業
で
は
科
学
技
術
振

興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
支
援
を
受
け
、
今
年
２
月
３
日
〜
８
日
の

６
日
間
、
エ
ジ
プ
ト
２
大
学
（
エ
ジ
プ
ト
日
本
科
学

技
術
大
学
、
ア
ス
ワ
ン
大
学
）
、
マ
レ
ー
シ
ア
２
大

学
（
マ
レ
ー
シ
ア
工
科
大
学
、
マ
ラ
工
科
大
学
）
、

カ
タ
ー
ル
大
学
か
ら
、
学
生
５
人
、
教
員
５
人
の
計

10
人
を
招
へ
い
し
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。エ

ジ
プ
ト
日
本
科
学
技
術
大
学
（
Ｅ

－
Ｊ
Ｕ
Ｓ

Ｔ
）
は
、
エ
ジ
プ
ト
に
日
本
型
工
学
教
育
を
展
開
す

る
事
を
目
指
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
の
元
で
２
０
１

０
年
に
開
学
し
た
国
立
大
学
で
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ
大
学
ラ
ン

キ
ン
グ
で
は
２
０
２
３
年
に
エ
ジ
プ
ト
国
内
ト
ッ
プ

に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
躍
進
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
学
は
Ｅ

－
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
の
総
括
幹
事
大
学

４
校
の
一
つ
と
し
て
、
Ｅ

－

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
事
業
サ
ポ
ー

ト
を
目
的
と
し
た
Ｅ

－

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
を
20
年

に
学
内
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
ア
ス
ワ
ン
大

学
は
23
年
の
Ｑ
Ｓ
ア
ラ
ブ
地
域
ラ
ン
キ
ン
グ
で
１
３

１

－
１
５
０
位
に
位
置
し
、
研
究
大
学
と
し
て
高
い

知
名
度
を
有
し
て
お
り
、
本
学
と
の
人
的
交
流
も
活

発
で
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
工
科
大
は
23
年
の
Ｑ
Ｓ
世
界
大
学
ラ

ン
キ
ン
グ
２
０
３
位
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
研
究
拠
点
大

学
、
マ
ラ
工
科
大
は
マ
レ
ー
シ
ア
最
大
規
模
の
国
立

大
学
で
、
い
ず
れ
も
本
学
府
で
博
士
号
を
取
得
し
た

若
手
研
究
者
が
教
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

カ
タ
ー
ル
大
学
は
Ｑ
Ｓ
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ア
ラ

ブ
地
域
２
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
な
ど
カ
タ
ー
ル
随
一

の
高
等
教
育
機
関
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
本
学
府
と
の

交
流
実
績
は
無
く
、
本
招
へ
い
事
業
が
今
後
の
交
流

拡
大
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

交
流
イ
ベ
ン
ト
の
初
日
に
は
ま
ず
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
本
学
府
の
国
際
推
進
担
当
教
員

か
ら
、
本
学
の
紹
介
を
行
っ
た
後
、
参
加
５
大
学
の

教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
、
自
身
の
大
学
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。
同
日
午
後
か
ら
翌
日
に
は
、
参
加
者
は
電
子
物

性
デ
バ
イ
ス
工
学
研
究
室
を
訪
問
し
、
電
子
材
料
と

デ
バ
イ
ス
、
さ
ら
に
は
デ
バ
イ
ス
創
製
の
要
素
技
術

等
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
や
解
析
法
を
実
地

体
験
し
た
上
で
、
参
加
者
一
同
の
研
究
内
容
に
つ
い

て
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

翌
２
月
５
日
昼
に
は
、
参
加
者
の
中
で
も
教
員
ス

タ
ッ
フ
５
名
を
学
府
長
主
催
の
ラ
ン
チ
オ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
に
招
き
、
九
州
大
学
総
合
理
工
学
府
と
５
大

学
と
の
具
体
的
な
連
携
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
学
生
の
派
遣
受
入
、
大
学

院
生
のjoint	supervision

、
教
員
同
士
の
共
同
研

究
を
喚
起
す
る
た
め
の
仕
組
み
作
り
な
ど
に
話
が
及

び
ま
し
た
。
一
方
、
残
り
の
学
生
参
加
者
５
人
は
、

筑
紫
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
マ
レ
ー
シ
ア
や
中
東
か
ら

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
401
回

＝
特
別
連
載
＝

アブドラハマン・ザカリア
（九州大学大学院　　　　　
総合理工学研究院准教授）
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の
留
学
生
と
の
交
流
ラ
ン
チ
に
参
加
し
、
日
本
で
の

生
活
や
食
事
、
大
学
の
教
育
研
究
環
境
な
ど
に
つ
い

て
情
報
収
集
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
同
日
夕
方
に

は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
に
て
歓
迎
交

流
会
を
実
施
し
、
参
加
者
は
ハ
ラ
ー
ル
フ
ー
ド
の
和

食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

６
日
に
は
、
九
州
大
学
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

あ
る
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
国
際
研
究
所
、
超
顕
微
解
析
研
究
セ
ン
タ
ー
、
中

央
図
書
館
の
見
学
に
加
え
、
Ｅ

－

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
事
業
の

サ
ポ
ー
ト
を
目
的
に
本
学
が
設
置
し
て
い
る
Ｅ

－

Ｊ

Ｕ
Ｓ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
の
オ
フ
ィ
ス
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
７
日
に
は
筑
紫
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
型
実
験

設
備
の
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
高
温
プ
ラ

ズ
マ
理
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
国
内
最
大
規
模
の
球

状
ト
カ
マ
ク
装
置
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
で
は
、
体
育
館
の
よ

う
な
巨
大
な
建
物
に
格
納
さ
れ
た
装
置
の
規
模
に
参

加
者
一
同
圧
倒
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

最
終
日
の
８
日
午
前
中
に
は
参
加
者
ら
は
、
総
合

理
工
学
府
水
環
境
工
学
研
究
室
を
訪
問
し
、
ナ
ノ
粒

子
を
活
用
し
た
水
処
理
や
廃
棄
物
か
ら
の
資
源
回
収

に
関
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
講
演
を

聴
く
と
と
も
に
、
実
験
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

午
後
に
は
、
参
加
者
と
本
学
府
国
際
推
進
担
当
教
員

が
一
堂
に
会
し
た
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
、
参
加
者
は
滞
在
中
の
活
動
の
成
果
に
つ
い
て
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
上
で
、
今
後
の
大

学
間
・
研
究
者
間
の
連
携
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

■
今
後
の
展
望

本
学
府
で
は
、
以
前
か
ら
Ｊ
Ｓ
Ｔ
「
さ
く
ら
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
支
援
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
の

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
研
究
者
・
学
生
を
招
へ
い
し
た
交

流
事
業
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中

断
期
間
を
経
て
、
今
回
の
対
面
で
の
交
流
事
業
を
再

開
で
き
、
参
加
者
や
本
学

関
係
者
か
ら
も
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が

得
ら
れ
た
事
に
実
施
担
当

者
一
同
、
手
応
え
を
感
じ

て
い
ま
す
。

特
に
、
「
九
大
の
研
究

教
育
環
境
の
ハ
ー
ド
面
だ

け
で
な
く
、
キ
ャ
ン
パ
ス

や
福
岡
の
街
が
清
潔
で
整

然
と
し
て
い
る
様
子
、
そ

れ
を
支
え
る
人
々
の
道
徳

や
規
律
に
強
い
感
銘
を
受

け
た
。
自
分
の
大
学
の
学

生
に
こ
の
社
会
を
見
せ
て

学
ば
せ
た
い
」
と
い
う
Ｅ

－

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
の
参
加
者
の

言
葉
に
触
れ
、
改
め
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
得
ら
れ

な
い
招
へ
い
事
業
な
ら
で

は
の
価
値
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
本
事
業
の

返
礼
と
し
て
、
カ
タ
ー
ル

大
学
は
自
前
経
費
で
今
年

６
月
末
か
ら
２
週
間
、
学

生
４
人
を
研
究
体
験
・
文

化
交
流
の
た
め
本
学
に
派

遣
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
後
も
、
本
事
業
で
構

築
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

維
持
・
拡
張
し
、
長
期
的

な
学
府
の
研
究
教
育
の
国

際
化
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、

関
係
者
一
同
、
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

最終日のクロージングセミナー 九大伊都キャンパスウェスト２号館前

九大筑紫キャンパスQUESTを見学 初日の歓迎会




